
フォーム空ワー消火装置の研究

1. r乏しがき

近年iI!!I!の発展とともに s牟ルギ革命が温み.

各地に石仙沼ンピナートが建段されて石油製品の需要

は血訟なIR裂を示すとともに。石油貯蔵権股等の火災

も鋼大の一途をたどりつつあり，ニれらの鈎災対策が

窯!.l.の鱒雌とな。てきた.

当庁においても石輸割値段等の防災研究が温められ.

火災対策が倒立されて箸々とその鎗果&おさめている

と二ろである.

そこで当研究室に狗いても.これらの防災続完を権

巡して屋外の可慾性被告S貯蔵タ Yタのin火裂個として

7，ームタヲ 前火祭障を研究開発したのでニこに紹

介する.

2 研究経過

屋外の可絶佳夜体貯蔵タ yタには 法令に益づ〈消

火役備が霞げられているが，これらの綬備は配沼地震

当時の災書事例にも明らか盆ように災W.d.!i:きる

と，肉..に段備も磁・廃される場合，<多い.

そこで公的情防腹開がこのような災容に符処できる

淵火線"を所有する必要がある.現在.梢防の所有す

るこの積の倹備は地上から泡院をa射する倹置があ

る.この殺置はt ノズルからa.rした泡沫が火耐に途

するまでに伺当の量が飛散してしまい!全般!Il量の数

分のーしか測途できないことが多<. ~Iに強風9刷こは

その現象が著しい.

そニで当僻究室では次の条件全段定した.

O 砲の歓射損失が少ないニと.

O 全a射泡沫でIt!尽に火酒が篠覆でeること.

O 後置を迅巡に運槍で君ること.

O 税置2安定が容易であるニと.

O 遺煽操作によりタンタの粛さに対応して歓射ノ

ズルの位昭を自由に調節できる こと.

O 速続的に抱欽射ができるニと.

. .=:，，，電血

••• 
渉

拍

総
勇

'

野

間

E
原

油

m
M
m
佐

以上の条件を日僚にLて 昭 和U年より二分のー慣

裂で本体舗と栂作俊騰の研究金聞蛤」昭和"年峨曜

と迎隔操作の研究を進めてミユチ s アヲ?ームタク【

を完成した.

1 I健筆複要

二の後ftu.像作慢111.本体発砲機柵の三高から

摘iI.ずる.

像作目度備は。タワーの伸長 鎗良動作を止場升によ

りョ'l~ ..ーんする也ので，受水口.メイ y コ，タ，

ホalt.分水硲.1量作ヨ ヲタ，操作レバー。持作用水

æ.れ】~よりできている.操作レパ には(宇奈加医ν

，、 -3 倒。綿長加庇 ν~~- 3個がある.怜!l;ffl水Eホ

ス.，.伸縮各3本で合計6本である.

本体揮は，水aγ リγグーと水医ピストンおよびフ

:#- ~ /ズル支持線障で柵14する.

発砲機構は 65~m /m ホース総合盆... jを泡Jズ

ル. 1凹・ペγrl食射管からなる.

4 筒元
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5m......8m 

4∞i 'min(5kg/cm2) 

30i Imin 

3.43m1/min 

0.6mjsec 

本体。温水ホース，泡ノズル，泡象射管を縄送l.

火災タ γタ直近においてフ e ムタワーを飢立て タ

ワーを泊白隠し易い安全な場所に操作台を般配してポン

プ事より.機作台と泡ノズルにホースを延長 して結合

"'このち操作台νパ】を倒してタワ日を所要苅さに伸

長し.ノズル後方とな勺たピスト γ会更に仲良して火

災 タ γタの上縁に門 I~岨射管を捌け告がら発泡金開始

する.

l 作動性能試験

水底力 5. 7. 9k1:/m2 の各圧力においてフ.-

ムタワ m の支住が地上高さ 5mから 8mまで伸絡する

ときの作動速度を3十時した. 測定制.!.I~I J. .~l l 'JAに示す

とおり.

2 1史家性値鉱験

実殿方法および実峨結果
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5. 1 kI: 

主主企L

E担金銀

砲金製
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ヲイ γプロポ【 γ ，ナーを周いてポγプ圧力 5. 7 

9. 10. 12kt/cm'のときの歓水量 ノズル圧力。発

泡液型喪入盆および発泡Jriを測定した.測定鮎!R1.1ts2 

決およびM2悶に示すとおりである.

1< g長

IEー守
〈量，~勺

5 

閉ま】臣下弔ふ度
5.84xlO-' 5.39xlO-z 

9. 72x 10-1 

9.50xIQ-2 

4.S4XIQ-J 

4. 27x 10-2 10 

1< 

圧ォ~ y 力プ

k，/cm2 

5 2.5 2月初 34.4 

7 3.5 340 34.8 

9 4.5 3剖 35.2 

10 5.0 4∞ 35.4 

I2 6.0 4初 35.8 
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8 考 111 

このフ， ムタワ ー比 一本の水圧仰鎗式フ，ーム

タワーを原型と して製作したものでー本開プ f ームタ

ヲーの伸縮動作時における不安定さを少な〈し少散の

人民で容易に操作できるようにすることと，火災防き

広中の隊員安全を図るため;j禰コントローんを行伝い

三本開の水匡伸縮実と Lたものである.

この結果， 三志の脚条件を常に同一日しなければ匁

らない多〈の制約があったが，ピ3えトγ動作をワ γタ

ヲチνバ システムの途liil操作で行なうことが可能と

なうた.

しか L.1窃Jl所3堅持分が伸長に比鮫して多いのでこ

の点については宜に研究する必要がある.

発泡後構については，段Z十通り ノズルIEカ5""固ま

で鉄水盆4∞tfmil'l，発泡盆3.2m'/minで火災タソタ

の上訟に働けて有効適切に抱紋射が行なえることが明

らかとな oた.

2 ヨ長

30 

一一
一liん

十

発泡倍尋;

9 桔愉

フすーム タヲ 務火装置は，フ， ムノズルを人手

金使わず高所にi1!織してJズル効巣を般大に発仰する

ことがむらいである.

政作実験の紡果.前記の目的は途成で8たが。一方

において水IE支盆には!畏柱の特性である鑓みや'"属

現象から生じるとニろの例切危険と白熱に対するう'lIIl

全体の耐然化に関する問題がゐ後の研究縁組とな。

た.

将来I 消防対象の噌加に伴な勺て消防波備の多種化

グ叫る要となるニとは明白であち，石納施股等の消防11.1

備もこの極度で潟足すべきでないニとは言弓までもな

し、.

ー迭の決験を通じて更に多〈の消防事象に対応する

ホ互選般複権への足がかりととtる資科を得たので 7

sーム タヲ とともにそれらの袈備についても研究を

麗ねて行きたい所存である.と共に本タワーの研究結

果は独り 7.ームの操作を目的とする以外に，消防が

現場で手持の水圧を利用 して¥lIn機械の高匡操作開発

の糸ロを求める上に貴ll'.研究課題である.

日∞〉


	00000100
	00000101
	00000102



